
鳥インフルエンザ(鳥インフル)にご注意を!!

鳥類に感染するＡ型インフルエンザウイルスによる感染症が鳥インフルエンザで、そ
の中でも、感染させた鳥を高確率で死亡させてしまうようなものを、高病原性鳥インフ
ルエンザといいます。

日本国内での鳥インフルエンザの発生原因として考えられているのは、渡り鳥の国内
移動が原因の一つと言われており、渡り鳥の飛来時期は特に注意が必要です。

鳥インフルエンザウイルスは通常、人に感染することはありません。
ですが、ウイルス感染した鳥に触れる(濃厚接触)をした場合など、きわめて希に鳥イ

ンフルエンザウイルスが人に感染するおそれがあります。

ｏ 南下 → ９月～12月
ｏ 北上 → ３月～５月

① カムチャツカ半島ルート(北海道通過)
② サハリンルート(北海道通過)
③ 日本海ルート

④ 朝鮮半島ルート
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平成28年度中は、世界中で鳥インフルが猛威を振い、特に隣国の中国、台湾、韓国及び
ロシアでも発生しているほか、日本国内でも発生数が過去最高となるなど、平成29年度も
鳥インフルが猛威を振るう可能性が極めて高いと言えます。

死亡した野鳥(渡り鳥)を発見した場合は、手を触れることなく(安易な接近も控えて
ください)、釧路総合振興局(0154-43-9100)または警察署に連絡をお願いします。

また、渡り鳥ではありませんが、カラスやスズメなどであっても、多数死亡している
場合は、鳥インフルの感染が疑われますので、同様に連絡をお願いします。


